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水産生物調査のための小型で安価なビデオカメラ問欠駆動装置の開発

森口朗彦＊・高木儀昌＊

Development　of　Compact　anαReasonable　MoOule　Switching　a　Video　Camem

　　　　　　　　lntermittently　for　the　lnvestigation　of　A“uatic：Life

Akihiko　MoRIGucHI　and　Norimasa　TAKAGI

Abstract：The　authors　have　developed　a　smalle　and　inexpensive　module　that　can　switch　a　handy－video

camera　over　from　sleeping－mode　to　recoding－mode　intermittently．This　module　can　be　made　at　reasonab豆e

cost　and　by　hand　labor　only．　It　is　so　compact　that　commercially　available，ready－made　housings　for

underwater－use　can　contain　this　unit　with　handy－video　camera、Thus　we　were　able　to　produce　a　long－term

image　recoading　sysytem　in　water．Using　this　sysytem　in　eelgrass　beds　in　a　practical　sea　environment，we　have

veriHed　its　practicality．

Keyworαs：hαnみ一vi480　cαn¢θ7α，’n陀7nππθnごかs膨〃oh加g　Jong一ごθ7〃2〃nα9θ7θ6074

1　はじめに

　水産生物の行動や生態を調査する場合，ビデオカメラを用

いた映像記録調査が不可欠となっている。当研究室において

も，有索無動力水中テレビカメラを利用した人工魚礁周辺の

魚類の行動観察を長年行ってきており1），同時に潜水作業員

による携行型水中ビデオカメラや，時にはR，0．V．（Remotely

Operated　Vehicle：遠隔操縦水中探査機）も併用している

が，これら既往の調査手法の問題点の一つとして，操作員が

現地にいなければならないことがあげられる。記録映像は

様々な時間帯や季節，様々な環境条件下のものが得られるこ

とが望ましいが，長時問の調査は多大な労力を要し，夜間や

荒天時においてはさらに困難を極める。安易な解決手法とし

て携行型のビデオカメラを魚礁にくくりつけておく試みも

行ったが，現在市販されているものでは，ビデオテープの記

録時問が最大180分，最近のビデオカメラには2倍モードが設

定されているので，最長360分二6時問の記録時問がとれる

が，これでは生物の行動等を観察するには不十分である。

　映像記録は多くの場合連続している必要はなく，同じ録画

時間であれば間欠的に長期間記録した方が有用なデータとな

る場合が多い。こえれは，例えば現地式の波高計がデータ記

憶容量や電源の容量がが限られているため，1時問に10分間

だけデータを取得するように作動するのと同じ考えである。

　著者らは，このような間欠的ではあるが長期間の映像記録

を得られる調査手法の開発に取り組んだ。なお開発に当たっ

ては研究成果の普及を目的とし，構成部品は安価な市販品を

用いること，製作方法等は既存の技術等で対応できること，

さらにビデオカメラや水中用ハウジング等の機器は手持ちの

ものがそのまま，あるいは最小限の改造で流用できることを

念頭に置いた。

　その結果，ビデオカメラの端子に接続して間欠駆動させる

ことが可能で，既存の携行型水中ビデオカメラハウジングに

ビデオカメラとともに収納できる程度に小型の装置（以下「問

欠駆動装置」と呼ぶ。）が完成し，実海域でこれを用いた調査

手法の有効性を確認した。

　本報では，この間欠駆動装置の構造や駆動方法の概要と，

これをアマモ場機能調査に適用した事例を紹介する。

2．1目標とした仕様

2　開発過程

　当初・間欠駆動装置の開発に際しては，以下のような仕様

を目標とした。

①小型ビデオカメラを「休止」→「録画」→「休止」→「録

　画j→「休止」→…　　と間欠駆動する。

②大きさは極力小型とし，ビデオカメラ及び広角レンズと
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3．2応用範囲

　上述のような一昼夜連続観察の他，水産生物調査において

は例えば次のような場面で利用できる。

①波高計等を併用することにより，場の物理環境と海藻及

　び蝟集生物等の挙動あるいは底質の舞い上がり等との関連

　を把握する（図7－1）。

②長期問の映像記録から，遭遇頻度の低い現象を比較的高

　い確率で捉える（図7－2）。

③　移動速度と移動距離が比較的小さな生物の行動を長期間

　にわたって捉える（図7－3）。

④　多方向からの映像記録により，比較的長時問に及ぶ蝟集

　生物の移動を把握する（図7－4）。
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図7－1物理環境との関連の解明 図7－2遭遇確立が低い現象への対応
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図7－3　他点観測による移動の把握 図7－4移動速度が遅い現象を長時間記録
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4　おわりに

　ここで報告した間欠駆動装置及びこれを用いた調査手法に

　より，今まで不可能であった多様な状況下での映像記録を

　得ることが可能となった。今回例示した状況に加え，現地

　調査を実施する多方面の研究分野での応用が期待される・

　また，機能上の有効性ばかりでなく，低廉なコストと容易

　な製作は，この調査手法をさらに広く普及させるであろう

　と考えている。

　今回は，やや型式が古くなって使用頻度の落ちた機材を有

効利用しようと、いう考えから，上述のビデオカメラ及び水

　中ハウジングにこだわったが，新型のビデオカメラを用い

　れば余計なバッテリも必要なく，さらに長期間の録画も可

　能となる。水中ハウジングにしても，要は水密性が保たれ

　て水中をのぞくことができる窓のある箱で十分であるの

　で，他に流用可能なものがあるかも知れないし，製作して

　もそれほど高価なものにはならないであろう。参考に，今

　時点において問欠駆動装置で駆動制御が可能であったビデ

　オカメラを紹介する。

　・Sony　CCD－TRV92

　・Sony　CDR－TRV310

　・Sony　CDR－VX1000

　本報を取りまとめるにあたり，間欠駆動装置の機能高度化

に関する2つの示唆を得た。一つはビデオカメラの駆動制御

をさらに複雑に行う，例えば10秒毎に2秒間の間欠録画を1

時問毎に10分間行い，それを昼問のみ行うと入ったような，

多重問欠駆動とも呼ぶべき制御方法である。ビデオカメラを

このように駆動するだけであれば，タイマーとリレーの数を

増やすことで対応が可能であり，結線や駆動方法はすぐにで

も提案できる。面倒なのは，当然増える体積をいかにハウジ

ングの中に納めるかであるが，最近の長時問撮影が可能な機

種のビデオカメラを用いればハウジング内の空隙には多少の

余裕があることから，対応は可能であると考えている。

　もう一つは他のセシサー類との併用であり，例えば水圧や

光，温度を感知して，それらがある一定の値になるとビデオ

カメラが間欠駆動を始めるといったような制御方法である。

水圧センサーはハウジングの水密性確保の面から難しいと考

えられるが・今回用いたタイマーは外部からの電気信号でス

イッチの入切が可能であるので，ハウジング内部で動作する

照度センサーや温度センサー等となら組み合わせて使用でき

ると思われる。ただし，これらのセンサーに関する情報収集

等，多大な努力が必要となろう。

　最後になったが，東和町逗子ヶ浜地先で行った試験運転は

瀬戸内海区水産研究所瀬戸内海海洋環境部藻場・干潟研究室

吉川主任研究官及び寺脇室長の現地調査に便乗して実施させ

ていただいた。また・上述の改良方向に関する示唆は当研究

所水産土木工学部水理研究室川俣主任研究官及び山越漁業生

産部長より賜った。ここに記して謝意を表する。
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